
藤井寺市社会福祉施設連絡会通信 

総合福祉施

設どうみょうじ

高殿苑は、平

成２０年４月に

社会福祉法人    

邦寿会 が開 

設した特別養護老人ホーム、グループホー

ム、ケアハウス、ショートステイなどを配した全

室個室・ユニットケアの複合型介護施設で

す。 

堀田総合施設長は、邦寿会の始まりにつ

き、サントリー創業者鳥井信治郎氏の言葉を

引用。「事業によって利益を得ることができる

のは、人様、社会のおかげだ。その利益は、

①『お客様、お得意先』②『事業への再投

資』に加え③『社会への貢献』に役立てる」と

いう「利益三分主義」の考えにより、「事業の

利益は社会に還元すべき」の信念に基づき

創設されたと説明。「笑顔と思いやり、共に暮

らし、安らぎと喜びを分かち合う」を理念とし

て運営に取り組んでいると述べられた。 

施設見学ではケ 

アハウスやグルー 

プホーム等を見学。 

清潔感溢れる明る 

い居室に、邦寿会 

の考え方を学びま 

した。 

（施設見学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

継
続
中
の
事
例
で
検
討
会 

                                   

 

藤
井
寺
市
社
会
福
祉
施
設
連
絡
会
が
、

２
月
８
日
（
水
）
午
後
１
時
半
か
ら
社
会

福
祉
法
人
邦
寿
会
「
ど
う
み
ょ
う
じ
高

殿
苑
」
（
堀
田
武
次

総
合
施
設
長
）
で
、

２３
名
の
会
員
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ

た
。 

 

奥
田
益
弘
会
長

か
ら
、
福
祉
新
聞

（
２
月
６
日
付
）
「
困

窮
者
支
援
法
改
正
へ
」

と
、
朝
日
新
聞
（
２

月
７
日
付
）
「
地
域
共

生
社
会
に
向
け
工

程
表
」
の
記
事
を
示

し
、
厚
労
省
検
討
会
が
地
域
共
生
の
8

つ
の
論
点
整
理
案
を
示
し
た
こ
と
や
、
豊

中
市
で
の
「
福
祉
な
ん
で
も
相
談
窓
口
」

の
よ
う
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に

担
え
る
体
制
づ
く
り
を
各
自
治
体
に
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
を
説
明
、
ま
た
、

工
程
表
に
よ
る
と
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
一

体
化
さ
せ
る
の
は
、
「
地
域
住
民
が
世
代

を
超
え
て
つ
な
が
る
こ
と
で
、
生
き
が
い

の
あ
る
地
域
を
と
も
に

つ
く
る
」
と
い
う
理
念

に
基
づ
く
と
あ
り
、
連

絡
会
が
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
住
民
と
の
連

携
・
協
働
の
あ
り
方
に

通
じ
る
と
述
べ
ら
れ

た
。 

 

今
年
度
の
事
業
報

告
書
（
案
）
と
２９
年
度

事
業
計
画
書
（
案
）
も

提
示
さ
れ
、
会
員
の
意

見
を
３
月
１０
日
ま
で

に
事
務
局
に
提
出
す
る
よ
う
に
要
望
さ

れ
た
。
（定
例
会
） 

と
っ
く
り
委
員
会
で
は
、
継
続
中
の

3
事
例
の
経
過
報
告
が
あ
り
、
生
活
困

窮
者
支
援
の
あ
り
方
の
意
見
交
換
を
し

た
。 

■
事
例
①
栄
養
失
調
で
路
上
に
倒
れ
て

い
た
困
窮
者
に
、
無
料
低
額
宿
泊
所
を

提
供
し
、
就
労
自
立
ま
で
の
支
援 

 

利
用
者
（
男
性
・
２０
代
・
独
居
）
は
１

月
初
旬
か
ら
食
事
を
摂
れ
ず
に
路
上
に

倒
れ
て
い
た
と
こ
ろ
救
急
搬
送
。
ど
う
み

ょ
う
じ
高
殿
苑
生
活
相
談
員
に
相
談
。

利
用
者
は
、
昨
年
７
月
に
も
、
困
窮
状

態
に
陥
り
、
経
済
的
支
援
を
受
け
て
い

た
。
今
回
は
、
ど
う
み
ょ
う
じ
高
殿
苑
か

ら
尽
心
庵
へ
入
所
依
頼
が
あ
り
、
施
設

が
連
携
し
た
事
例
と
な
り
、
対
象
者
の

情
報
を
共
有
し
就
労
ま
で
協
働
で
支
援

し
て
い
く
。 

■
事
例
②
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
停
止
の
居
宅

で
生
活
を
営
む
生
活
困
窮
者
に
即
時
に

滞
納
分
を
支
払
い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
復

旧
さ
せ
た
事
例
。 

 

市
Ｃ
Ｓ
Ｗ
と
地
域

包
括
Ｃ
Ｓ
Ｗ
が
利
用

者
（
女
性
・
６０
代
・

独
居
）宅
を
訪
問
し
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
停

止
を
確
認
し
、
生

活
を
営
む
こ
と
は

困
難
と
の
判
断
で
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復

旧
支
援
を
依
頼
。

Ｃ
Ｓ
Ｗ
は
赤
い
羽
根

た
す
け
あ
い
資
金

で
毎
日
食
事
提
供

に
訪
問
。
生
活
保
護
申
請
中
。 

■
事
例
③
不
就
労
の
生
活
困
窮
者
が
、

就
労
す
る
ま
で
支
援
し
た
事
例
。 

 

利
用
者
は
、
平
成
２７
年
３
月
に
支
援

を
終
結
し
て
い
た
が
、
平
成
２８
年
１２
月

28
日
夕
方
に
藤
井
寺
市
役
所
の
自
立

相
談
員
か
ら
食
事
支
援
の
依
頼
が
あ
っ

た
男
性
（
５０
代
独
居
）
。
１
月
４
日
か
ら

藤
井
寺
特
養
で
食
事
支
援
を
開
始
し
、

就
労
に
向
け
て
の
支
援
を
開
始
。
約
１０

件
の
面
接
を
受
け
、
２
月
１３
日
か
ら
派

遣
社
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
が
出
来

た
。 藤

井
寺
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協

議
会
（
今
西
英
人
会
長
）
定
例
会
が
、

2
月
15
日
（
水
）

午
後
1
時
半
か

ら
福
祉
会
館
講

座
室
で
開
催
さ

れ
、
奥
田
会
長

か
ら
連
絡
会
に

つ
い
て
説
明
。
日

頃
の
福
祉
活
動

に
敬
意
を
表
し
、
委
員
の
皆
様
と
一
緒

に
困
窮
者
支
援
を
し
よ
う
と
呼
び
か
け

ら
れ
た
。 
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第 5号 

地
域
住
民
と
の
連
携
・
協
働
の
あ
り

方 

『
平
成
２９
年
度
総
会
』 

■
日
時 

４
月
１２
日
（
水
） 

午
後
２
時
～ 

■
会
場 

市
福
祉
会
館 

協
働
で
生
活
困
難
者
支
援
を 


